
別添様式３

【関東農政局】
事業実施後
（目標年度）

実績値

栃
木
県

栃木
市、壬
生町

栃木市農業
再生協議会

Ⅸ(整
備)

トマト
販売額の10％以上増
加

5,313千円/10a 5,994千円/10a

6,735円
/10a
↓

5,623円
/10a

（価格補
正後）

45.5%

高温障害により収穫量が減少したため、
達成状況は、45.5％と低調となった。
県としては、目標達成のため高温障害対
策などの技術支援を実施していく。

千
葉
県

南房総
市

南房総市農
業再生協議
会

53 水稲
販売額の10％以上増
加

28,640円/10a 35,780円/10a
23,080円
/10a

-77.9%

目標は達成していないものの、多収品種
の拡大が見込まれており、達成に向けた
取組が具体化されていることから、予定
どおり達成できるよう、指導する。

千
葉
県

山武市
山武市農業
再生協議会

55 水稲
販売額の10％以上増
加

24,303,000円 138,572,000円
55,830,03

4円
27.6%

達成状況が27.6%と低調であること、改善
策については高温対策、作付計画の観
点からも検討すべきであるため、山武市
農業再生協議会を指導する必要がある。

神
奈
川
県

厚木市
厚木農業再
生協議会

5 水稲
集出荷・加工コスト
の10％以上の削減

90,113円/10a 51,228円/10a
88,877円
/10a

3.2%

当該施設は令和６年収穫からの稼働とな
り、左記実績は初年度のものとなる。利
用について様子見の生産者もおり、また
猛暑や病害虫の影響で、単収が低かっ
たため、施設の処理量が少なくなり、達
成率も悪い結果となったとみられる。
本年（7年）は農業協同組合の利用促進
活動も積極的に行われていること、令和
８年からは暑さに強い品種が新たに導入
されることから、今後達成率は上昇して
いくものと思われる。

長
野
県

中野市
中野市農業
再生協議会

83 水稲
輸出向け出荷量の
10％以上の増加

【総出荷量】
210ｔ

【輸出量】
13.9ｔ

【総出荷量】
319ｔ

【輸出量】
18.9ｔ

【総出荷
量】
226ｔ
【輸出
量】
13.5ｔ

-8.0%

国内米価格の状況やアメリカの関税率の
動向等の影響が見込まれ不透明感があ
るが、新規取引先獲得に向け積極的に
商談等に参加されている。早期の目標達
成を期待する。

市町村名
（参考）

都道府県による改善指導の判断理由

成果目標の達成率が80％未満の地域協議会

都道府県名 地域協議会名
整理
番号

作物等区分
(対象作物名）

成果目標 現状値
目標値
（Ｒ６）

目標
達成
状況



事業実施後
（目標年度）

実績値

市町村名
（参考）

都道府県による改善指導の判断理由
都道府県名 地域協議会名

整理
番号

作物等区分
(対象作物名）

成果目標 現状値
目標値
（Ｒ６）

目標
達成
状況

長
野
県

飯山市
飯山市農業
再生協議会

80 そば
販売額の10％以上増
加

15,373円/10a 16,932円/10a

13,083円
/10a
↓

5625.78円
（価格補
正後）

-625.2%

近年の夏の高温により全国的にもそばの
収量は落ち込んでおり、収量の減少は、
やむを得ない部分もある。今後は、下記
の事項を重点的に指導していく。
○適期播種・収穫の徹底
・近年の異常気象を鑑み、播種及び収穫
時期の見直し、適期の播種・収穫が可能
となる体制づくりを行う。また、現在は作
業に入るほ場の順番を整理しておらず、
産地全体で見ると無駄な移動が多いた
め、機械の利用体制や作業に入るほ場
の順番を整理し、計画的かつ効率的な作
業・機械の利用を行う。
○雑草対策
・雑草の発生が多いほ場においては除草
剤の散布回数を増やしたり、除草作業の
回数を増やすなど、雑草がほ場に入り込
まないよう徹底する。
○有害鳥獣対策
・山間部のほ場においてはほ場周辺の
除草等を行い、緩衝帯の整備を行う。
・電気柵や物理柵の導入の検討を進め
る。

長
野
県

池田町
池田町農業
再生協議会

77
ぶどう
（醸造用）

販売額の10％以上増
加

【総販売額】
866,500円

【総販売額】
4,788,000円

【総販売
額】

3,268,301
円
↓

2,482,505
円

（価格補
正後）

41.2%

・定植が遅れている工区があるが、定植
済みの醸造用ぶどうの収穫が始まれば、
目標を達成できると考えられている。
・目標達成に向けての指導内容として、
野菜については、新たにアスパラガスの
生産に向けた指導をするとともに、ワイン
ぶどうの収穫を迎えるにあたっての房管
理の指導、新植苗木の管理指導を行うこ
ととしている。

山
梨
県

南アル
プス市

南アルプス
市地域農業
再生協議会

43 もも
輸出向け出荷割合の
10％以上の増加

0.2％

【総出荷量】
1,087,250㎏
【輸出量】
2,547㎏

3.0％

【総出荷量】
1,090,000㎏
【輸出量】
33,000㎏

1.8％

【総出荷
量】

498,313㎏
【輸出
量】

9,200㎏

57.1%

・当事業は管内の共選所の再編に合わ
せて計画されたものだったが、当該西野
共選所への統合を計画していた地区（豊
地区）が、令和６年度は統合が完了しな
かったため、総出荷量の著しく低くなっ
た。
・令和７年度には西野共選所への統合が
完了しており、整備した施設を有効に活
用するよう指導している。
・また、更なる輸出販路の拡大に向けて
県の輸出支援担当課等と連携して指導し
ていく。

　　　２．実績欄は、地域（県又は国を含む）の販売単価による価格補正を行っている場合は価格補正後の実績を記入する。

（注）１．本表は、要領第16の４により、都道府県が改善措置の指導が必要とした地域協議会のうち、成果目標の達成率が80%に満たなかった地域協議会
　　　　（要領第17の２関係）について記入する。


